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【現地の状況やニーズなどの背景情報】
日越連携で進めている VINEP（ベトナム栄養関連制度創設プロジェクト）の一環として、これまでに達成した「栄養士
の職業認定 Job Code」及び「栄養士養成課程の創設」に加えて、栄養士が働くための基準（Nutrition Standard：”NS”)
の制度化を新たなマイルストーンとし、ベトナムの国立栄養研究所（NIN）より派遣されたリーダーを日本で育成する。
並行し、現地の医師・行政等の専門家に栄養制度の重要性を認識いただき浸透させることで制度化の素地をつくる。
【活動内容】

1.　NS の教育、実践に秀でた日本の大学・病院等においてそれを習得し制度化する能力をつける。
2.　ベトナム保健省主催のワークショップを開催し、日本の先進事例、研究内容、歴史を紹介する。
【期待される成果や波及効果等】

成果指標：
アウトプット
1.　日本で３名のベトナム人栄養専門家が日本流 NS を習得した
2.　ベトナム保健省主催のワークショップを 2 回開催、計 400 人以上の参加を得た　　
アウトカム
1.　日本で NS を習得した栄養専門家が保健省に働きかけ正式に NS 設置に向けた取り組みを開始した
2.　ワークショップに参加したベトナムの栄養・医療関係者が NS の重要性の認識を深め応援者となった

5.　ベトナム国における栄養制度の創設に向けた
　　Nutrition	Standard 研修及び浸透事業
    公益財団法人 味の素ファンデーション

＜研修実施結果＞
10-1 月
　・京都女子大学、京都大学病院、金沢学院大学
　　にて研修
11 月
　・ハノイ・ダナンにおいて保健省主催の
　　栄養ワークショップを開催

味の素ファンデーション

ベトナム国立栄養研究所
（NIN）

味の素

保健省
（ベトナム）

所管
制度提案
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京大病院

研修生受入

秋田大学医学部

ワークショップ講義

金沢学院大学

研修生受入及び
ワークショップ講義

京都女子大学

研修生受入及び
ワークショップ講義

日本栄養士会
協力支援

リーダー派遣及び
フォローアップ
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　ベトナム国における栄養制度の創設に向けた Nutrition Standard 研修および浸透事業についてご報告します。味の素ファンデーショ
ンは、味の素グループの寄付によって昨年 4 月に作られた公益財団です。また当事業の元にある VINEP とは、Vietnam Nutrition system 
Establishment Project の略であり、その目的は正しい栄養知識を持つ人財を育成し彼らが国民にそれを伝えることで国民が健康になること。
またそのようになるための制度・システムを創設することを目指しています。このプロジェクトは、2011 年から味の素株式会社が行って
いた事業を当財団に移管したものとなっています。
　地図を見てお分かりのように、ベトナムと日本は南北に長い国土の形も面積もそっくりであり、人口も数年後には日本に肩を並べ、追
い越すと言われています。スライド右上にある金色の銘板は現在ベトナムの国立栄養研究所（NIN）に掲げられているもので、2 年前に事
業受託した JICA と日本栄養士会（JDA) の名前も協力者として記載されていますが、基本的にこの VINEP というのは日越共同プロジェク
トとして双方共通で使用している名称です。
　2011 年に事業のマスタープランを NIN と合意したところから正式にスタートした VINEP には 3 段階の戦略ステップがあります。ステッ
プ 1 は教育制度を作ること、ステップ 2 は栄養関連の法律を作ること、ステップ 3 はこれらの制度をベトナム全土に展開することです。
　2013 年に最初の栄養学 4 年制コースがハノイ医科大学内にでき、昨年 43 名の卒業生を輩出しました、彼らがベトナムで初めての栄養
士です。これはステップ 1 の成果です。
　ステップ２の大きな一歩は 2015 年に栄養士 dietitian が国家公務員の職業として認定（ジョブコード）されたことです。ここで３段階
の栄養士の職種が定められたことも特筆すべき点です。ただ、これだけでは栄養士という職業ができただけで、その栄養士がどこでどう
いう仕事をするかという業務ガイドラインがない状況でした。そこで今回の事業では、栄養施策の実施基準「Nutrition Standard」を作る
ことを目的とした研修を実施しました。
　ステップ 3 の全国展開については、栄養学部または学科を大学または短大に作ることで、ハノイ医大に続く大学・短大を各地に、将来
的には 10 校程度の開設を NIN は目指しています。今後 2 ～ 3 年の間に 5 ～ 6 校新しい栄養学部や学科が誕生する予定です。このような
機運を更に醸成するために、保健省主催のワークショップを開き、栄養士や臨床栄養の重要性を病院・行政に伝えています。研修とワー
クショップ、この２つが今回の事業の柱です。

3
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1
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　本事業では、当財団（TAF）が核となりここのスライドに書か
れた 4 者、即ち NIN、京都女子大学、京都大学、金沢学院大学に
関わっていただいています。NIN には、3 名の研修生を選抜し日
本に派遣していただきました。3 名は、28 歳、32 歳、42 歳で、

平均年齢が 34 歳という若手で将来のリーダーとなる人たちでし
た。うち２名はバックマイ病院の医師、もう 1 名はバックマイ病
院の病院食管理室長です。日本側で主に協力いただいたのは、京
都女子大学・今井教授、京大病院の幣副部長、金沢学院大学の木
戸教授です。ワークショップにつきましては、秋田大学大学院の
山田教授に糖尿病治療における栄養管理の講義を、京都女子大学
の今井教授には食べる順番による血糖値の変化の違いとこれを活
用した栄養療法につき講義いただきました。木戸教授は、日本栄
養士会の常任理事及び金沢学院大学教授として、日本の栄養制度
とその歴史について紹介していただき、キム・ティエン保健大臣
はじめ 300 人近い参加者に強い感銘を与え、多くのメディアで
も報道されました。
　そして、京都女子大では 2 週間、京都大学では 6 週間、金沢学
院大学では 3 週間、合計で約 3 カ月、54 日間にわたって研修を
行いました。
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　京都女子大学での研修の様子です。研修には一般の学生も時々
参加、2 週間の研修を行いました。今井教授からは、臨床栄養に関
するカウンセリングなどの講義をしていただきました。栄養指導に
おけるフードサンプルの使い方についてもベトナムではまだ普及
していませんので、実地に即した講義が有効な学びとなりました。

5

　京都大学では、2 カ月間にわたって、病院食の実際の管理、調
理方法のほか、医師・看護師・薬剤師との栄養士の働き方やルー
ルなどについて学んでいただきました。京大病院の稲垣教授病院
長にも迎えていただきました。ちょうどこの時期に病態栄養学会
が開催されており、日本での疾病治療における栄養士の役割につ
いて学会で学ぶことができました。

6

　金沢学院大学は、石川県で最初に管理栄養士の養成を始めた学
校です。ここで 3 週間にわたって主に栄養士を育成するためのカ
リキュラムについて木戸教授他教員の方々に講義をしていただき
ました。学んだことをベトナムに持ち帰っていただき、ベトナム
版カリキュラムを作るのが目的です。石川県庁も訪問し、コミュ
ニティヘルスの中でいかに管理栄養士が働いているかなどについ
てもディスカッションを行いました。

　金沢学院大学での研修は現地の有力新聞北國新聞や石川新聞に
も報道されました。

7

　保健省主催の臨床栄養ワークショップでは、ティエン保健大臣
も出席され、290 名の参加者があり、多くの医師、行政関係者へ
の浸透が進みました。ベトナムメディアにも多く報道され注目度
が高いことが確認できました。
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　日本研修を通じてベトナムでの Nutrition Standard を作ってい
けることが確認できました。研修生が自国に戻って更にブラシュ
アップし、公的な会議でオーソライズしていくことになります。

11

Nutrition Standard
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　成果 2 は今回の研修で栄養士制度の重要性を伝えることができ
たことです。

13

　成果 3 としては、栄養課題についての理解に基づき、栄養士養
成校を全土に拡大してゆくこと、また、栄養士が活躍できるよう
にベトナム栄養士会を作ることの重要性への理解、また日本の栄

養士法のような法制の整備の重要性を理解いただきました。
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　今後の課題としては、ベトナムで栄養基準の計画と法制化を進
めることの組織内合意と具体的なガイドラインの作成への支援が
引き続き必要であると考えております。
　以降のスライドは補足資料です。報告は以上です。ありがとう
ございました。
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